
之
と
記
し
て
あ
る
。
柳
躍
の
焚
菜
、
そ
の
城
北
の
事

に
及
ば
ぬ
を
慨
し
、
別
に
城
北
賦
を
作
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
は
年
周
も
回
有
名
も
な
い
。

コ
マ
ツ
ジ
ヨ
ウ
パ
ン
小
松
誠
番
延
鎚
七
年
九

用
十
日
新
設
し
た
の
を
初
と
し
、
一
番
は
前
凶
櫨
佐

恒
知
・
悶
島
市
郎
兵
衛
元
露
、
二
番
前
凶
五
左
衛
門

弘
直
・
永
原
宇
右
衛
門
孝
点
、
三
番
前
岡
崎
之
助
知

額
・
西
尾
奥
三
右
衛
門
民
組
が
二
人
宛
保
年
三
周
十

五
日
に
交
代
し
、
小
松
に
読
め
て
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
制
は
後
代
ま
で
俸
は
り
、
六
人
中
の
三

人
は
前
回
氏
の
も
の
を
採
る
例
で
あ
っ
た
。

コ
マ
ッ
チ
ヤ
小
松
茶
前
凶
利
協
の
小
松
に
隠

棲
し
た
頃
、
長
保
箆
と
縛
し
た
る
長
谷
部
理
右
衛
門

は
、
務
内
に
消
資
す
る
茶
が
多
く
他
の
供
給
を
仰
ぐ

を
誕
へ
、
山
城
・
近
江
よ
り
種
子
を
檎
入
し
て
之
を

榔
内
に
毅
培
し
た
る
に
、
利
常
は
そ
の
金
平
琵
に
金

の
熊
‘
瀬
領
盗
に
谷
の
脅
の
銘
を
奥
へ
た
。
事
保
中

二
悦
理
右
衛
門
、
近
江
武
佐
に
束
。
そ
の
製
茶
を
購

入
し
、
自
倒
産
の
も
の
と
共
に
領
内
に
費
出
し
て
名

践
を
博
し
た
。
現
に
僻
ふ
る
茶
銘
妹
村
・
背
山
・
市
戸

等
は
、
皆
江
州
の
村
名
で
あ
る
。
安
永
中
小
松
の
茶

染
者
は
長
保
箆
を
鉱
聞
と
し
、
柏
市
屋
・
納
屋
・
=
一
目

前
屋
・
若
松
屋
・
大
野
屋
・
紺
屋
・
金
屋
等
が
あ
っ
て
、

滞
は
之
に
封
し
口
銭
を
徴
し
た
。
文
化
十
年
長
保
屋

等
五
人
は
今
江
・
梯
出
村
の
二
人
と
共
に
茶
問
屋
を

笛
ま
ん
こ
と
を
総
ひ
て
詐
さ
れ
、
問
屋
仕
法
替
な
る

鋭
約
を
設
け
た
。
嘉
永
中
一
紅
江
甲
賀
郡
朝
宮
村
の
茶

師
磯
五
郎
衆
っ
て
信
繁
風
の
製
茶
法
を
偲
へ
、
次
い

で
陸
路
に
入
り
長
保
屋
は
ま
た
甲
賀
郡
郷
瀬
村
の
職

工
治
共
衛
・
泊
音
二
人
を
聡
し
、
宇
治
風
の
茶
を
製

し
、
安
宅
浴
よ
り
前
品
質
を
終
て
兵
障
に
搬
出
し
、
加

賀
茶
の
名
聾
を
壊
げ
た
。

ヨ
マ
ツ
ホ
ウ
ノ
ウ
グ
ン
キ

小
松
奉
拍
車
記

コ
マ

ホ
ウ
ノ
ウ
グ
ー
キ
奉
納
軍
記
。

コ
マ
ツ
マ
チ
プ
ギ
ヨ
ウ
小
松
町
奉
行
能
美
郡
一

小
松
の
町
奉
行
で
、
寛
永
十
七
年
内
藤
清
兵
清
・
今
一

枝
典
右
衛
門
こ
人
が
命
ぜ
ら
れ
た
に
起
り
、
そ
の
後
一

池
綿
し
た
が
‘
寛
文
ご
年
盟
川
安
左
衛
門
が
之
に
任
一

ぜ

ら

れ

て

か

ら

一

人

役

に

な

っ

た

。

一

コ
マ
ツ
ヤ
サ
シ
チ
小
松
屋
左
七
金
探
河
原
町
一

に
位
す
る
小
品
商
で
あ
っ
た
。
大
槻
朝
元
の
越
中
五
一

ケ
山
に
流
さ
れ
た
後
、
左
七
は
朝
元
に
射
す
る
番
欽
一

脅
物
の
仲
介
を
お
し
た
罪
に
よ
り
、
費
時
四
年
間
二
一
ヨ
マ
ル
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
小
丸
山
按
天
正
九
年
八

用
特
に
死
を
散
し
て
趨
政
代
コ
一
今
年
禁
牢
の
刑
に
蕗
「
用
前
悶
利
家
が
、
織
田
信
長
か
ら
能
鷲
に
封
ぜ
ら
れ

せ
ら
れ
た
。
諸
都
に
左
七
が
樹
元
の
配
腕
を
将
ね
、
一
た
後
、
小
丸
山
に
築
い
て
居
城
と
し
た
。
そ
の
地
小

付
加
を
提
供
し
て
自
殺
す
る
を
得
し
め
た
と
記
す
る
一
丘
を
な
し
、
北
面
す
れ
ば
七
尾
爵
を
踊
て
ム
能
菅
島

の
は
、
岩
淵
村
の
百
姓
小
助
が
朝
一
元
に
依
観
さ
れ
て
一
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
麓
厨
，
ロ
・
府
中
二
邑

之
を
悶
ひ
奥
へ
た
こ
と
の
認
で
あ
る
。
一
に
跨
っ
て
市
匿
を
劉
し
、
之
を
七
尾
と
名
づ
け
‘
城

コ
マ
ツ
ヤ
ジ
ロ
ペ
エ
小
松
屋
次
郎
兵
衛

J
ホ
一
を
七
尾
城
と
も
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
護
し
白
山
氏

ウ

ダ

イ

ポ

ウ

買

代

坊

。

一

萄

城

か

ら

名

を

採

っ

た

の

で

あ

る

が

、

そ

の

樹

脂

m
る

コ
マ
ツ
ヤ
フ
リ
小
松
屋
ふ
り
金
様
浅
野
川
川
一
こ
と
速
い
。
城
郭
の
設
計
は
、
村
井
又
兵
衛
長
額
・

除
町
小
松
屋
奥
四
兵
衛
の
女
で
、
務
士
大
野
木
克
明
一
片
山
伊
賀
延
高
二
人
を
し
て
之
に
詰
ら
し
め
、
工
事

の
僕
六
助
の
裂
で
あ
っ
た
。
事
保
六
年
五
周
艶
賊
培
一
の
監
督
は
延
高
を
し
て
震
さ
し
め
た
こ
と
、
利
家
の

内
、
滞
か
ら
そ
の
町
内
に
預
け
ら
れ
た
が
、
奥
四
兵
一
消
息
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
然
る
に
利
家
夜
話
に
、

衝
動
番
の
日
に
鑑
定
し
て
、
奥
田
兵
衛
は
鑓
に
入
牢
一
長
顧
の
尾
添
温
泉
に
漁
浴
し
た
聞
に
、
延
高
調
縄
張

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
依
っ
て
ふ
h

り
は
そ
の
後
苦
心
し
て
一
を
行
う
た
か
ら
、
利
家
は
之
を
喜
ば
ず
、
長
額
を
召

賊
を
探
ね
、
間
七
用
十
九
日
自
ら
之
を
鋪
へ
た
。
藩
一
し
て
計
貨
を
改
め
し
め
た
と
い
ふ
も
の
は
設
で
あ

乃
ち
奥
四
兵
衡
を
赦
し
、
翌
年
四
局
サ
八
日
公
事
揚
一
る
。
利
家
夜
話
が
利
家
の
直
話
を
記
す
る
密
で
あ
る

奉
行
か
ら
小
判
十
隔
を
ふ
り
に
賞
賜
し
た
。
一
に
拘
ら
ず
、
か
〈
の
如
き
誤
謬
あ
る
は
、
後
人
の
換

ゴ
マ

F
ウ
タ
ウ
ゲ
護
底
塾
帰
能
楽
部
自
陣
の
一
入
し
た
記
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
天
正
十
一
年

太
聞
か
ら
、
越
前
大
野
部
御
所
，
原
に
越
え
る
闘
境
一
利
家
の
尾
山
械
に
移
る
に
及
び
、
前
回
安
勝
・
そ
の

の

峠

。

子

良

繕

・

高

畠

定

吉

・

中

川

光

重

等

之

を

守

h
、
麗
長

二
年
前
凶
利
政
こ
L
に
移
っ
た
が
、
五
年
そ
の
封
を

波
枕
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
利
長
は
良
織
と
大
井
直
泰

を
置
い
た
。
十
五
年
良
繕
夜
し
て
子
知
好
之
に
代

旬
、
大
坂
爾
度
の
役
に
は
知
好
出
陣
し
て
、
大
弁
直

コ
マ
ノ
高
蕗
野
石
川
部
木
津
の
地
内
に
あ
る
。

亭
和
の
頃
里
人
此
の
野
を
開
墾
し
て
古
刀
を
得
た
。

こ
の
地
を
前
日
本
紀
賀
趨
七
年
四
用
丙
午
の
僚
に
見

え
る
、
越
前
倒
江
沼
・
加
賀
二
部
に
漂
着
し
た
高
麗

人
を
埋
葬
し
た
地
で
あ
ら
う
ど
い
ふ
設
は
、
全
く
軍

強
で
あ
ら
う
。

コ
マ
ヒ
ヨ
小
舞
子
能
美
都
知
回
開
設
の
地
内
な

る
綴
抽
出
。
明
治
末
年
よ
り
海
水
浴
場
と
し
て
こ
の
名

を
稽
す
る
。

コ
マ
ヤ
タ
小
関
投

J
ヤ
タ
ギ

y

役
銀
。

ヨ
マ
ル
ヤ
マ
小
丸
山
鹿
島
郡
七
尾
に
在
る
。

須
多
本
宮
の
萄
枇
地
で
、
後
に
前
回
利
家
が
小
丸
山

城
を
築
い
た
地
で
あ
る
。

4 
泰
・
三
輪
吉
宗
留
守
し
、
後
寛
永
十
六
年
陵
城
と
な

っ
た
。
こ
の
城
は
越
智
賀
三
州
志
故
櫨
考
に
、
『
本
二

三
丸
の
腕
山
二
段
に
高
低
あ
h
o
総
訟
は
平
地
。
方

四
五
十
聞
許
の
所
は
山
の
高
さ
十
四
五
問
あ
り
。
又

二
十
聞
に
八
十
闘
許
の
地
あ
h
。
皆
平
地
よ
均
高
き

こ
と
七
聞
許
也
。
』
と
あ
る
。

コ
マ
ル
ヤ
マ
シ
ン
メ
イ
グ
ウ
キ
小
丸
山
紳
明
宮

記
一
血
管
。
天
保
四
年
十
一
局
側
川
前
育
者
。
小
丸

山
紳
明
宮
と
は
、
今
の
金
持
野
町
泉
野
紳
祉
の
こ
と

で
、
本
世
間
は
そ
の
祭
紳
及
び
祉
艇
に
就
い
て
細
叙
す

る。

駒
渡

珠
洲
州
仰
木
郎
郷
に
廊
す
る

コ
マ
ワ
タ
リ

部
wm

。
ヨ
マ
ヰ
ア
キ
ト
ラ
駒
井
鑑
虎
迦
稽
小
右
衛
門
。
一
一

小
訟
に
住
し
て
彫
金
の
技
を
好
み
、
庭
前
倒
利
治
の
一
一

命
に
腿
じ
て
万
剣
の
袋
共
を
製
し
た
。
子
・
mm小
右
衛
一
一

門
貞
次
・
小
右
衛
門
元
次
・
久
兵
衛
一
元
直
・
軍
次
郎
元
一
-

明
・
吉
右
衛
門
氏
直
・
小
右
衛
門
氏
明
相
停
へ
て
彫
金
一
一

を
試
み
た
が
、
之
を
以
て
生
梁
に
し
た
の
で
は
な
か
一
-

っ
た
。
点
明
の
子
高
右
衛
門
氏
隠
の
時
、
初
め
て
金
一
一

様
に
移
向
、
後
藤
久
消
の
門
に
入
っ
て
白
銀
職
に
な
一
一

っ
た
。
そ
の
子
甚
助
元
巾
は
後
藤
束
莱
に
mm
ん
で
巧
一
一

手
と
い
は
れ
、
次
代
久
次
郎
元
蹟
は
、
文
化
四
年
加
一
一

賀
滞
の
御
細
工
者
と
な
り
、
そ
の
養
子
元
定
は
枝
未
一
-

だ

熱

せ

ず

し

て

務

の

大

飽

方

に

鱒

じ

た

。

=

コ
マ
ヰ
セ
イ
ア
ン
駒
井
蹄
庵
諦
は
定
勝
、
本
一
-

姓
は
柴
旧
民
。
務
の
御
盤
所
付
問
心
に
し
て
機
十
入
一
-

俵
を
受
け
た
柴
田
喜
太
夫
の
家
に
寄
食
し
て
民
た
。
一
一

後
踏
庵
は
京
闘
に
勤
製
し
て
留
を
修
め
た
が
、
常
に
一
一

義
成
の
制
限
は
.
さ
る
こ
と
を
欽
き
、
且
つ
長
州
侯
の
能
一
-

〈
玉
事
に
力
を
致
す
を
欽
訴
し
、
我
が
侯
も
亦
此
の
一
一

如
く
な
ら
ん
こ
と
を
興
う
た
。
文
久
三
年
五
周
妨
小
一
-

路
必
知
の
賊
の
震
に
朔
平
門
に
傷
つ
け
ら
れ
た
時
、
一
一

三
一
九


